
「モガワ」大作戦 ヒラモ救出行動への参加   Ｈ30.9.28

ヒラモ救出活動が新聞に掲載され、山下会

長をはじめとするメンバーの作業の様子の写

真が載りました。 

熊本日日新聞 Ｈ30.9.29（上） 

読売新聞 Ｈ30.9.29（下）

『くまもと水土里ネット女性の会』の

会長に就任させて頂きました糸田堰

土地改良区の山下明子です。今年

で２年目を迎えますが、女は度胸と

愛嬌の精神で前向きに会員の皆さ

んとともに活動したいと思います。 

くまもと水土里ネット女性の会 

令和元年６月 第 １ 号 

設立記念写真 

藤 井 チ エ 子 氏 記 念 講 演

“くまもと水土里ネット女性の会設立

総会に寄せて”と題し、自身の経験も

交えながら「女性の持つ地域のつな

がりの多さによって、女性は地域の良

いところ悪いところをよく知っていま

す。女性ならではの目線で土地改良

を見直してほしい」などと講演されま

した。 

平成 30年 8月 3 日、熊本県内

の土地改良区、水土里ネット熊本、

熊本県ＮＮ職員 94 名の賛同を得

て会員及び来賓など約 120 名参

加のもと『くまもと水土里ネット女性

の会』設立総会を開催。 

九州で 3番目、全国では 9番目

の設立となりました。 

この設立総会は『土地改良新

聞』でも大きく取り上げられました。
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小 栁 倫 太 郎 

くまもと水土里ネット女性の会役員紹介 

役員の任期は２年です。どうぞよろしくお願いします。 

また、この度『くまもと水土里ネット女性の会』の活

動について会員始め関係機関の皆様と情報共有の

ため会報誌『おてもやん通信』を発行することとなり

ましたのでご活用いただければと思います。『おても

やん』のように、熊本を代表する明るく陽気な人気

者となるような女性の会を目指しましょう！ 

益城町土地改良区が管理する藻川（もがわ）水路で、絶滅の恐

れがある水生植物の「ヒラモ」を移植するための作業を熊本県、益

城町、緑川漁協などと協力して行いました。 

この活動は女性の会として初めての取組みであり、水質保全の事

を改めて考える機会となり、今後の女性の会の活動の大きな一歩と

なりました。 

山下会長 川から無事救出！ 

ヒラモを川から救出する作業 

山口水土里ネット女性の会

農林水産省 荻野憲一技術調査官 

荻 野 憲 一 氏 基 調 講 演

「農業農村整備を巡る最近の情

勢」「担い手農家を支える農業農

村整備と女性活躍」について講演

が行われ、女性が経営に参画する

ことによる効果と、女性の潜在的な

力を発揮するために、土地改良を

積極的に活用することが重要だと

今後の『女性の会』の活躍に期待

を寄せられました。 

くまもと水土里ネット女性の会特別顧問の紹介 

設立総会にて、特別顧問に参議院議員進藤金日子

令夫人である進藤優貴子氏が選任されました。 

夫人は進藤議員が平成 19 年度から 3 年間、熊本

県農村振興局農村計画課の課長として赴任された際

に一緒に熊本市内に住まわれ、熊本の農業・農産物に

関心を持たれるなど非常に熊本に愛着があることか

ら、貴重な提言、助言が得られるものと選任されました。
進藤優貴子特別顧問 

会長 山下明子 

藤井チエ子 会長

『くまもと水土里ネット女性の会』会長挨拶 『くまもと水土里ネット女性の会』設立総会   Ｈ30.8.3（金） 

【設 立 総 会 時】 

（設立総会当時）



宮崎県の「日本のひなた水土里ネット女子会」と合同で、今後の活動に向けた意識向上のための研修会を開催。研

修会には、熊本・宮崎の女性の会メンバーの他、福岡、佐賀、長崎、大分、鹿児島から合わせて 100 名を超える皆様に

ご参集頂きました。特別顧問の進藤優貴子様と全国水土里ネット会長会議顧問宮崎雅夫様にもご出席いただき来賓

挨拶を頂きました。また宮崎雅夫令夫人の匡代様にはゲストとしてお越しいただきました。その後、熊本・宮崎両県によ

る事例発表やパネルディスカッションなどが行われ研修会は成功裏に終了しました。 

『のぼり旗』寄贈

令和元年度の予定

平成30年度鳥獣害被害防止対策強化月間 

農業農村整備の集い・要請活動に参加 

合志市の農業公園で「くまもと農業フ

ェスタ２０１８」が開催されました。役員の

皆さんが２日間に分けて交代で熊本県

土連と熊本県の合同ブースへ参加。ブ

ースに女性の会の設立を紹介するパネ

ルを展示させていただき、プラバン作成、

ＶＲ体験、試食のジビエスープを来場者

に提供する等のお手伝いをしました。 

次回は『女性の会』としてブースを設

け参加したいと考えています。 

「くまもと水土里ネット女性の会」及び「日本のひなた水土里ネット女子会」合同研修会 

農業フェアへ参加 

熊本県農林水産部鳥獣被害対策プロジェク

ト会議が主催した「えづけＳＴＯＰ！決起集会」に

参加。 

～女性の参加でずんずん進む～のタイトルのと

おり、「女性の発信力は大きく、女性が参加する

ことによって地域ぐるみの対策ができる」と期待

されております。 

この決起集会は毎年行われております。 

本年度も多くの『女性の会』の皆さんの参加を

お願いします。

えづけＳＴＯＰ！決起集会 ～女性の参加でずんずん進む～ 

『女性の会』の活動の場にお

いて、役立てて頂きたいと水土

里ネット熊本より、肥後六花をモ

チーフとした「のぼり旗」を寄贈

して頂きました。肥後六花の特

徴として、花形が一重一文字咲

きであり、花色の純粋なことが

共通しています。女性の会では、

その凛とした美しさに『情熱の

火の国の女・熊本の女性の姿』

を重ね 

・2019.6 月  通常総会 

・2019.9 月  続「モガワ大作戦」ヒラモ救出行動 

・2019.10.16  全国土地改良大会 岐阜大会 

・2019.11 月  農業フェア 

・2019.11 月  えづけＳＴＯＰ！決起集会 

・2019.11 月  農業農村整備の集い  

・（秋～冬予定）都市農村交流活動「マルシェ」開催  

・2020.1 月   勉強会    

Ｈ31.1.17（木） 

Ｈ 30.11.14 （ 水 ） ～ 15

Ｈ30.11.10（土）～11（日） 
Ｈ30.11.13（火） 

『女性の会』として初めて「農業農村整備の集い」に参加しました。 

吉川農林水産大臣をはじめ、進藤議員を含む衆参両院の国会議員約 120 名のご

出席をいただき全国の土地改良関係者約 1,300 名が参集した集いのスケールの

大きさに圧倒されました。また、農林水産省並びに議員会館にて、水土里ネット熊本、

熊本県が行う要請活動に随行し、『くまもと水土里ネット女性の会』の設立を報告、Ｐ

Ｒを行いました。 

 平成 31 年 2月 28日(木) 水土里ネット熊本(荒木会長はじめ役員等 11名)は、蒲

島熊本県知事を表敬訪問。「水土里ネット熊本の取り組み」について活動報告を行った

際に、小栁常務理事より『くまもと水土里ネット女性の会』設立を報告。 

《蒲島熊本県知事コメント 抜粋》 

今後も、農業生産の礎となる、農業水利施設の適切な維持・管理のみならず『くまもと

水土里ネット女性の会』の活動を通じた「更なる農業の振興や農村の活性化」加えて水

土里ネットの持つ幅広いネットワークによって発揮される『防災力』に大いに期待してい

る。と述べられました。 

合同研修会の前に地区別のブロック会議を開催。下記の４つの項目

別に各地区とも令和元年度の活動について具体的な意見が出されまし

た。 
(1)会員相互のネットワークの確立 

(2)研修会や現地視察などの開催 

及び参加 

(3)水土里ネットや農業農村整備に係る 

女性のＰＲ 

(4)施策提案や広報活動の実施 

進藤優貴子特別顧問挨拶 

宮崎雅夫氏挨拶 

研修会終了後は各県の交流を深め意見交換を行うための懇親会が行われ、各県とも活発な意見交換で

大いに盛り上がりました。この研修会を契機に、すでに設立されている佐賀・大分ではさらなる活動に向けた

意欲の向上、福岡・長崎・鹿児島では女性の会設立の機運が高まりました。 

この研修会については『土地改良新 

聞』でも紹介されました。 

ており、今後の活動の場にひと華添えるように、また期待に添えるようこれから積極的

な活動を展開して参ります。 

ブロック会議 

知事に『女性の会』の設立を報告

県選出国会議員と女性の会々員 農業農村の集い：シェーンバッハ・サボー 


